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安曇野市

平成 26年（2014 年）10 月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口98,770人（－39）／男47,872人（－28）／女50,898人（－11）／世帯38,150世帯（+31）

人口と世帯

使われたお金は“３９６億 8,100 万円”	 ２
－平成 25 年度一般会計決算等を認定－
９月定例会で決まりました	 ６
常任委員会で審査しました	 ８
市政のここが聴きたい！９月定例会一般質問	 11
第１回議会報告会
市民の皆さんからのご意見への回答	 22
市民の声・編集後記	 24

安曇野の自慢を探そう！！
わさび田探検（穂高南小学校 3 年）
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“396億8,100万円”使われたお金は平成25年度
決算を認定

市民一人あたりにすると
約 40万円！

会　計　名 歳入 歳出 差引

一  般  会  計 40,680,063 39,687,757 992,306

特
別
会
計

同和地区住宅新築資金等
貸付事業 1,807 1,561 246

国民健康保険 10,762,318 10,465,994 296,324

後期高齢者医療 920,299 904,288 16,011

介護保険 8,088,316 8,013,771 74,545

下水道事業 4,434,748 4,411,173 23,575

農業集落排水事業 188,746 187,119 1,627

上川手山林財産区 3,825 2,044 1,781

北の沢山林財産区 3,017 2,767 250

有明山林財産区 1,393 424 969

富士尾沢山林財産区 1,275 143 1,132

穂高山林財産区 1,186 120 1,066

産業団地造成事業 747 288 459

平成25年度安曇野市一般会計および特別会計

※千円未満は、端数処理をしているため、差引額に相違が生じてい
　ます。

Ｑ
＆
Ａ

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
し
て

誇
れ
る
安
曇
野
の
地
下
水
を
守
り
子
孫
へ

Q
安
曇
野
市
の
地
下
水
採
取
審
査
委
員
会
の
開
催
状
況
を
き
く
。

A
地
下
水
採
取
審
査
委
員
会
は
、平
成
25
年
度
は
4
回
開
催
し
、

計
3
件
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
。
協
議
結
果
と
し
て
、
取
水

の
削
減
、
取
水
の
中
止
を
求
め
た
案
件
は
な
か
っ
た
。
取
水

者
か
ら
の
、
掘
削
デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
を
求
め
た
経
過
が

あ
っ
た
。

Q
転
作
田
涵か
ん
よ
う養
事
業
の
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
実
施
状
況
と
成
果
に

つ
い
て
伺
う
。

A
平
成
24
年
度
か
ら
麦
収
穫
後
の
7

月
か
ら
9
月
に
か
け
、
水
張
り
湛
水

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
25
年
度

は
、
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
実
施
し
、

15
万
８
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
地
下

水
と
し
て
涵
養
で
き
た
と
推
計
を
し
て

い
る
。
今
後
も
、
面
積
を
増
や
し
な
が

ら
地
下
水
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
。

Q
10
月
の
地
下
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て
伺
う
。

A
地
下
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
10
月
11
日
、
12
日
に

開
催
す
る
環
境
フ
ェ
ア
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
、
貴
重
な
水
資

源
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
地
下
水
保
全
に
つ
い
て
市

民
の
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
開
催
す
る
。

市
民
病
院
的
安
曇
野
赤
十
字
病
院
で
お
産
が
で
き
な
い
！

Q
日
赤
で
は
お
産
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
産
婦
人
科

医
が
や
め
て
し
ま
っ
た
状
況
も
合
わ
せ
て
お
聞
き
す
る
。

A
市
民
病
院
的
役
割
の
あ
る
日
赤
の
産
婦
人
科
医
師
の
確
保
に

つ
い
て
は
、機
会
を
見
て
話
を
し
て
い
る
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
医
師
確
保
の
こ
と
に
関
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

Q
火
災
等
の
被
害
者
へ
の
見
舞
い
金
額
が
余
り
に
も
低
額
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
な
ど
と
比
べ
て
ど
う
な
の

か
。

A
災
害
救
助
見
舞
金
の
多
い
か
、少
な
い
か
と
い
う
の
は
難
し

い
。規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
法
的
な
支
援
が
な
い
た
め
に
、

見
舞
金
を
支
給
し
て
い
る
。
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、

額
は
一
律
で
は
な
い
。自
然
災
害
は
大
規
模
な
被
害
と
な
り
、

法
律
上
は
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
あ
る
。

他
市
等
の
例
も
検
討
し
な
が
ら
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む

Q
安
曇
野
市
の
環
境
保
全
型
農
業
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

A
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
安
全
性
に
こ
だ
わ
っ
た
有
機
栽
培
な
ど

の
農
作
物
の
生
産
推
進
の
た
め

「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推

進
」を
掲
げ
、国
の
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
援
対
策
を
活

用
し
、
環
境
保
全
効
果
の
高

い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農

業
者
を
支
援
し
て
い
る
。

空
き
店
舗
活
用
支
援
補
助
金
を
延
長
し
て
ほ
し
い
！

Q
空
き
店
舗
等
活
用
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
の
店

舗
運
営
、
経
営
状
況
と
、
補
助
金
の
期
間
延
長
は
。

A
平
成
25
年
度
末
で
、
飲
食
業
9
件
、
小
売
業
5
件
、
理
容

業
4
件
、
そ
の
他
４
件
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
状
況
が
当
初

計
画
ど
お
り
に
い
っ
て
い
な
い
事
業
者
が
、
全
体
の
3
割
ほ

ど
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
支
援
制
度
の
目
的
は
、
開
店
を
促

す
た
め
の
一
時
的
な
支
援
で
あ
る
こ
と
、
3
年
間
の
支
援
期

間
は
他
の
自
治
体
と
比
較
し
て
長
い
こ
と
な
ど
か
ら
延
長
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

普通会計の歳入は、406億 7,300万円で、歳　出は、396億 8,100万円でした。

一般会計
おもな使いみち

・小学校費
　4 億 1,341 万円
・中学校費
　５億 4,892 万円
・公民館費
　６億 1,728 万円
・給食センター費
　３億 1,446 万円

・道路橋梁費
　14 億 8,158 万円

・交通安全施設整備費
　2,561 万円

・障がい者支援事業
　11 億 6,666 万円
・福祉医療費給付事業

5 億 5,946 万円
・介護保険対策費
　10 億 8,833 万円
・保育所費
　19 億 3,195 万円

・有害鳥獣駆除対策
　1,490 万円
・農村集落支援費
　１億 4,184 万円
・松くい虫被害対策事業
　１億 9,263 万円

・市制度資金貸付事業
　９億 5,151 万円
・緊急経済対策事業
　7,505 万円

・選挙費
1 億 5,245 万円

・本庁舎建設事業
　11 億 1,688 万円
・まちづくり推進事業
　1 億 20 万円

・議会費　 2 億 6,710 万円
・労働費　 9,484 万円
・消防費　13 億 8,767 万円

借金の返済に充てられるお金です。

38億6,794万円
41億4,669万円

［民生費］　110億5,820万円

［農林水産業費］19億2,743万円

［商工費］　20億1,325万円

78億354万円

17億4,962万円

［公債費］　43億9,695万円

［教育費］
［土木費］

道路等の整備
のために

福祉の充実と生活の
安定化のために

教育環境の充
実と生涯学習
のために

［総務費］

行政計画の推進
のために地域産業の振興のために

農業・林業・
水産業のために

公共施設等の充実のために
借りたお金の返済

その他
［議会費・労働費・消防費］

火
災
の
見
舞
金
10
万
円
と
は
低
す
ぎ
な
い
か
？

（単位：千円）

※千円以下切捨て

※
普
通
会
計
と
は
…
一
般
会
計
と
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
を
合
算
し
、
重
複
等
を
控
除
し
た
会
計
区
分

�うち除雪対策費�
�1億3,879万円 �
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新
本
庁
舎
で
一体
感
の
醸
成
は
な
る
の
か

議
案
第
74
号
　
平
成
25
年
度
安
曇
野
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

新
本
庁
舎
建
設
事
業
は
市
民
の
中
に
は
賛
否
両
論
が
あ

り
、
住
民
訴
訟
も
起
こ
さ
れ
て
き
た
。
財
政
的
に
も
大
変

大
き
な
負
担
に
な
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
、平
成
25
年
度
は
38
施
設
、

市
全
体
で
は
85
施
設
に
な
る
。
公
の
施
設
の
民
間
市
場
へ

の
開
放
、
企
業
参
入
を
認
め
る
こ
と
は
、
自
治
体
の
本
旨

か
ら
外
れ
る
。

非
正
規
職
員
が
職
員
の
半
数
近
く
を
占
め
る
。
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
重
要
な
時
期

を
担
っ
て
い
る
。
専
門
職
の
身
分
は
、
正
規
職
員
と
し
て

保
障
す
べ
き
だ
。

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
の
建
設
は
、
労
務
単
価
、
資
材
の
高

騰
に
よ
り
再
積
算
が
必
要
に
な
っ
た
。
根
本
的
な
見
直
し

が
必
要
だ
。

　

平
成
25
年
度
の
重
点
事
業
で
あ
る
市
民
の
一
体
感
醸
成

の
た
め
の
本
庁
舎
建
設
が
始
ま
っ
た
。
工
事
の
進
捗
状
況

は
二
度
に
わ
た
る
大
雪
や
工
事
に
携
わ
る
人
手
不
足
等
が

あ
っ
た
が
、
工
程
ど
お
り
の
出
来
高
が
確
認
さ
れ
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
、
民
間
事
業
者
等
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
経
営
手
法
等
を
活
用
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
と
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
は

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
採
用
を
行
い
、
減
少
す
る
正

規
職
員
を
補
完
す
る
形
で
非
常
勤
職
員
を
配
置
し
、随
時
、

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
と
賃
金
の
見
直
し
を
行
い
、
適

正
な
雇
用
機
会
の
提
供
を
し
て
い
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
は
で
き
る
の
か

議
案
第
76
号
　
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
末
の
支
払
基
金
残
高
は
9
億
８
７
７
９
万

４
８
７
９
円
と
な
っ
て
い
る
。
※
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
に
備

え
4
億
円
か
ら
5
億
円
の
基
金
が
必
要
だ
と
い
う
が
、
倍

の
金
額
が
残
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
3
月
末
の
加
入
世

帯
は
１
万
４
６
２
０
世
帯
で
、
１
万
円
引
き
下
げ
て
も
１

億
４
０
０
０
万
円
で
、
差
し
引
き
8
億
円
残
る
。
現
在
、

被
保
険
者
の
約
9
割
が
年
間
所
得
２
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
。
加
入
世
帯
１
万
円
を
引
き
下
げ
、
家
計
の
苦
し
い
世

帯
に
還
元
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
流
行
す
る

た
び
に
数
億
円
か
か
っ
て
し
ま
う
。

支
払
基
金
残
高
は
、
１
回
で
使
い
切
っ
て
し
ま
う
金
額
で

よ
い
の
か
。
流
行
は
春
先
と
秋
口
と
2
回
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
予
想
が
つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
た
場
合
に
基
金
が

必
要
で
あ
る
。
対
応
で
き
る
よ
う
に
基
金
は
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
保
税
率
を
改
正
し
な
く
て
も
健
全

な
財
政
運
営
が
で
き
る
。

民
間
委
託
で
福
祉
の
充
実
は
図
れ
る
の
か

議
案
第
78
号
　
平
成
25
年
度
安
曇
野
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、と
て
も
重
要
な
施
設
だ
。

指
定
管
理
と
い
う
こ
と
で
民
間
に
出
さ
れ
、
市
の
福
祉
政

策
の
劣
化
が
考
え
ら
れ
る
。

地
方
自
治
体
の
本
旨
で
あ
る
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
市
民

の
生
活
の
向
上
を
図
り
、安
心
し
た
老
後
を
考
え
る
と
き
、

市
の
職
員
が
直
接
窓
口
相
談
に
訪
れ
た
方
々
と
相
談
の
内

容
、
困
難
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
市
の
福
祉
政
策
充

実
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

今
決
算
は
、
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
直
営
か
ら
外
し
委
託
し

て
も
支
援
の
後
退
は
な
い
と
考

え
る
。

共
通
番
号
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一

人
一
人
の
人
間
尊
重
で
そ
の
精
神
を
大
事
に

す
べ
き
で
あ
る
。
本
庁
舎
建
設
の
問
題
は
、

※
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
十
分
審
議

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
2
点
を
中
心
に
反
対

す
る
。

共
通
番
号
制
度
は
、
年
金
、
雇
用
保
険

な
ど
の
社
会
保
障
関
係
や
確
定
申
告
な
ど
の

税
の
手
続
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
国
や
全
国

の
地
方
公
共
団
体
が
一
斉
に
シ
ス
テ
ム
を
構

築
。
本
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
事

請
負
契
約
の
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
基

づ
き
、
労
務
単
価
、
資
材
高
騰
分
を
慎
重
に

計
算
し
た
金
額
の
補
正
予
算
で
あ
り
、
賛
成

す
る
。

平成25年度一般会計・特別会計認定に関する討論

反　

対

反　

対

反　

対

反　

対

賛　

成

賛　

成

賛　

成

賛　

成

これまでの予算の執行状況を的確に把握し、本年度の後期に必要な経費を積算したところ、
予算に過不足が生じることが予想されたため、予算を補正します。

平成26年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）

賛成多数で可決

補正前の予算額
436億4,900万円

補正後の予算額
447億3,600万円

補正予算額
10億8,700万円

歳入の主なもの 歳出の主なもの

Q成人用肺炎球菌接種については、接種対象者及び自己負担額はどのくらいか。
A対象者は、65 歳の者及び 60 歳以上 65 歳未満の者で心臓や腎臓等に障がいのあ
　る者。自己負担額は 2,000 円である。

特　別　会　計　 補正額 補正後額

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計
（補正第１号） 245 1,089

国民健康保険特別会計（補正第１号） 260,331 11,047,169

後期高齢者医療特別会計（補正第１号） 16,009 1,023,015

介護保険特別会計（補正第２号） 265 8,909,920

観光宿泊施設特別会計（補正第１号） 800 29,417

下水道事業特別会計（補正第１号） 9,464 4,342,288

産業団地造成事業特別会計（補正第１号） ± 0 99,058

討　

論

質　疑

※
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
は
、
感
染
症
の
全
国
的
・
世
界
的
な
大
流

行
を
い
う
。
爆
発
感
染
な
ど
と
も
表
現
さ
れ
る
。

平成 26年度安曇野市特別会計補正予算										　 （単位：千円）

新本庁舎 1 階フロアイメージ図

・前年度繰越金	 ７億 9,764 万 3 千円
・旧合併特例事業債	 １億 9,030 万円
・全国防災事業債	 △１億 350 万円
・森林健全化推進事業補助金	5,028 万 3 千円

・本庁舎建設事業	 ２億 2,279 万４千円
・松くい虫被害対策事業	１億 1,119 万８千円
・基金積立金	 ４億 3,000 万円
・予防接種事業	 3,782 万 8 千円

※
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
と
は
…
予
期
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
請
負
代
金
が
著
し
く
不
適
当
に
な
っ
た
と
き
に
、
金
額
の
変
更
を
請
求
で
き
る
措
置

△は減額です
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条例
制定

条例
改正

Q
地
方
自
治
法
第
２
２
２
条
第
1

項
に
は
、
予
算
が
伴
う
条
例
や

規
定
は
、
予
算
確
保
が
で
き
な
け
れ
ば

議
会
に
提
案
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ

る
。

　

今
回
の
条
例
を
見
る
と
、
色
々
な
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
予
算

に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
予
算
が
見
当

た
ら
な
い
。
十
分
な
予
算
確
保
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

A
当
初
予

算
に
よ

り
、
成
人
保
健

事
業
、
母
子
保
健
事
業
に
お
い
て
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
歯
科
検
診
、
歯

科
保
健
事
業
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に
係
る

も
の
等
、
計
上
し
て
あ
る
。
基
本
的
施

策
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
改
め

て
予
算
計
上
す
る
こ
と
な
く
対
応
が
可

能
で
あ
る
。

健
康
を
維
持
増
進
！

議
案
第
65
号
　
安
曇
野
市
歯
科
口
腔く
う

保
健
条
例

議案第 90 号　安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正する条例

可決

可決

可決 可決

質 

疑９月定例会で決まりま  した

契約 契約穂高南小学校プール改築
工事の請負契約を締結！

豊科公民館耐震補強・大規模
改修工事の請負契約を締結！

議案第 96号 議案第 93・94･95 号

長谷川　幹男さんの固定資産評価審査委員会委員を選任した。（平成26年11月９日から３年）
丸山　好夫さんの人権擁護委員の推薦について適任とした。（平成27年１月１日から３年）人事案件

請願第 3号

「「手話言語法」制定を求める意見書」
の提出を求める請願書

陳情第 6号

私立高校に対する公費助成を
お願いする陳情書

採択

可決 採択

請願内容　自由に手話が使える社会環境の整備、
そして、手話を言語として普及・研究できる環境
の整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定
すること。
➡意見書を衆議院議長等へ提出し 
　ました。

本会議での討論はありませんでし
た。
➡意見書を内閣総理大臣等へ提出
しました。

陳情に反対の意見
政府は平和な日本を守るために安全保障法制の整備を進

めている。自衛の措置として武力行使の新３要件が出され
た。この動きの中で国会の議論に期待するので反対する。

陳情に賛成の意見
一内閣の閣議決定で憲法解釈をかえてしまうことは、憲

法が憲法でなくなり、立憲主義を否定するものだと思う。
集団的自衛権行使容認は速やかに撤回をし、法整備も行わ
ないよう意見書を提出することに賛成。

反対の意見
この議決をあげる前にもっとすべきことが

ある。

賛成の意見
議員一人ひとりのモラル向上と議会基本条

例第 9 章の倫理規定を守っていくことを
再確認する決意である。

陳情第 8号

集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議

決定にもとづく法整備等を行わないよう関係

機関に意見書を提出することを求める陳情

決議第 2号

安曇野市議会のモラル確立に関する決議

歯科口腔保健の推進に関する法律（平成 23
年法律第 95 号）に基づき、健康を維持増進
する上で重要な役割を果たしている歯と口
腔の健康づくりの基本となる事項を定め、歯
と口腔の健康づくりに関する施策を総合的
かつ計画的に推進することにより、市民の生
涯にわたる健康の保持増進を図り、健康長寿
の確立に寄与することを目的としている。

安曇野市歯科口腔
くう

保健条例とは

1億 5,498万円 10億 8,064万 4千円

改築を待つ穂高南小学校プール

　
今後インフレスライドが入ってくる可能性もある
という落札の契約状況。さらにホール等の整備も
検討しているというなら、セットで考えるべきで
あり賛成できない。

予算の段階で認めているものである。最近、入札
の不落・不調が続く中で落札できたことは良かっ
たと思うので賛成でする。

反対の意見

賛成の意見

入札情報漏えい事件の関係職員の懲戒処分に伴い、市長は 10 月から給与月額の
100 分の 10 を 3 か月、副市長は同 100 分の 10 を 2 か月減給する。

不採択

こんなことがありました
議員から発言の一部取り消しの申し出が
あり、さらに追加取り消しを求める動議
が提出され、議決されたことに伴い、議
長が発言の追加取り消しを勧告したとこ
ろ、当該議員が拒否しました。
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常任委員会報告

総務委員会福祉教育委員会

環境経済委員会建設水道委員会

平成 25 年度一般会計の議会、総
務部、政策部、財政部、会計局、選
管・監査・公平各委員会の決算は

市議会議場に国旗・市旗の掲揚に
ついて意見

請願 1件・陳情 1件は 3度目の継
続審査となり審査未了

消費税 10％について意見

Q除雪関係機関との協議・連携はどこまで行っているか。
また、除雪機の貸与は地域から要望が多い。地域の力を
動員するためには機材をうまく活用してもらうことが大
事だと思うが。

Aこれまで建設事務所と市と県の受託業者で意見交換をし
た。その中でオペレーターの確保が難しい、後継者がい
ないという意見があった。また、新たな業者選定も進めて
いる。除雪機の貸与・
拡大については、各区
からの要望があるので、
計画的に導入を進めて
いきたい。市ではボラ
ンティア保険として１区
当たり７人を登録してい
ただくよう各区に協力を
お願いしている。

Q 水道事業会計は平成 28 年度から企業会計として一本
化していく予定と聞く。当然水道料金も統一すべきと

考えるが、課題は何か。

A５つの事業の経営実態に相違はあるが、料金を平均化す
るという前提で考えると、豊科・堀金・三郷を値上げし、
穂高・明科は少し下げて平等にする方向としたいが、どう
理解してもらうか、そのプロセスが課題であり、水道事
業運営審議会と相談しながら進めたい。

Qその辺を乗り越えて、平成 28 年度には統合できるよ
う努力してほしい。また経営管理に精通した職員の育
成について伺う。

A平成 28 年 4 月 1 日から下水道事業も地方公営企業法
の適用を進めており、一層の独立採算が求められるこ
とになる。簿記の知識や経営者意識が必要となるので、
研修会への参加を進めている。経営感覚を養ってもら
えるように人材育成をしていきたい。

Q方向性は賛成するが、歯科医師会との連携は大丈夫な
のか。歯科医師の方たちの技量を確認しているか。

A今までも歯科医師会の先生たちと協議を進めてきた。先
生方も研修をされており、今後も継続的に行動指針につ
いて協議を進める。

Q条例の中にある、「市民の責務」が不明瞭ではないか。
どのようなレベルを目指しているのか。

A市民の方には早めの検診や歯科口腔の必要性を周知徹
底し、「自分の歯は自分で守る」といった意識を持って
いただきたい。

　議案第 65号
安曇野市歯科口腔

くう

保健条例

歯科口腔
くう

保健条例が制定されました

　議案第 66号
平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算（第 3 号）

（建設水道委員会所管事項）

大雪に備えて各地区に小型除雪機を！
議案第 87号
平成 25 年度安曇野市水道事業会計利益の処分
及び決算の認定について

水道事業会計の一本化と水道料金統一は？

　議案第 74号
平成 25 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認
定について（総務委員会所管事項）

陳情第３号
安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子ども
たちの通学負担軽減のためのバス配置について

請願第２号
子ども・障がい者等の医療費窓口無料化をもと
める県への意見書の提出を求める請願書

請願第 3号
「「手話言語法」制定を求める意見書」の提出を
求める請願書

　請願第４号
安曇野市議会議場に国旗・市旗を掲揚するよう求
める請願

　陳情第９号
国に対し、消費税率 10％への増税中止を求める
陳情書

魅力ある「安曇野」経費削減と
住みよい環境づくりに

地域農業のための自己改革を進
める支援を

　議案第 74号
平成 25 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認
定について（環境経済委員会所管事項）

　陳情第７号
農業改革における慎重な議論と自己改革を基本と
した支援を求める意見書（案）の採択と政府への
働き掛けについて

反対の意見
・自主財源と依存財源の比率で依存財源に頼りすぎ、財政力

指数など関係比率でも決して健全財政と言えない。また財
政計画でも市民の暮らしが良くなっていくことが考えられ
ない。新本庁舎建設にも多額の起債があり、この償還が財
政を圧迫していると考え反対する。

賛成の意見
・平成 25 年度決算は、十分に審議し成立した予算の決算で

あり、その内容に事業の成果が表れていると判断し、賛成
する。

・新本庁舎の開庁に向け、窓口サービスの向上など市民サー
ビスをより充実させる計画である。決算は市民の福祉向上
や教育の充実など多くの実績が見られるため賛成する。

意　見
・バスを市で配置するための予算

は、バスだけではなく介助員も
必要であり、まだ議論が必要だ。
県の事業でもあり、市としての
手続きの問題もある。しかし、
垣根を越えた支援も必要だ。

意　見
・現状で市は貸付制度を行っている。県の方でも検討を

していると伺っている。

・請願人の方に出席をお願いし、趣旨説明のあと、質疑・
意見交換を行った結果、願意妥当と判断された。

意　見
・国旗に敬意と誇りを持つことは国民として自然な感情であ

るが、議場については、新本庁舎が 12 月完成、来年５月
開庁予定であり今後継続して研究する。

意　見
・ＪＡからの詳細な自己改革案というものが示されていない。国

のほうもまだ整っていない。安曇野市の農業をどうしていくか、
いろいろできた段階で検討すべきである。

意　見
・政府は、年内の景気動向を見て消

費税 10％について判断するとのこ
と。今後の景気回復など地方経済
の動向を研究する必要がある。

賛成多数で認定

賛成多数で継続審査

賛成多数で継続審査

賛成多数で継続審査

賛成多数で認定

賛成多数で継続審査

賛成多数で継続審査

全員賛成で可決

全員賛成で採択

全員賛成で可決及び認定

全員賛成で可決

常任委員会で　審査しました。常任委員会で　審査しました。
※
常
任
委
員
会
と
は
…
議
会
の
中
に
常
設
さ
れ
て
い
る
委
員
会
。
議
案
や
請
願
・
陳
情
等
に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
に
審
査
を
行
う
。

・施設の民間譲渡に向けた取り組みの課題は

Qファインビュー室山等の施設の民間譲渡に向けた取り組み
が課題だ。貴重な施設を民間に譲渡しなければいけないの
か、市の利益につながっていくのか。

A平成 23 年度に方向が出ており、第三セクターの見直しを
行った後に譲渡という形で進めている。譲渡については、
非常に難しい問題も多くある。第三セクターについては、
株式の譲渡等を含めて処理していけばできる。

・耐用年数が満了を迎え、施設更新の時期は

Q穂高クリーンセンターの焼却施設は、平成 30 年ごろ施設
更新を目指しているが、どのような研究をしているか。

A穂高広域施設組合のごみ焼却施設は、平成６年９月に稼働
し、既に 20 年が経過。耐用年数が満了を迎えて、延命を
図っている状態。平成 27 年度
から次期ごみ焼却施設の処理方
式の検討、28 年度からはごみ
焼却施設に係る環境アセスに着
手し、30 年ごろには施設の更
新工事、33 年の稼働を目指す。
施設の焼却方式、施設に併設さ
れるサーマルリサイクル、熱交
換施設、いわゆるごみ発電施設、
バイオガスの発電施設の調査を
行っている。

安曇養護学校の視察風景

耐用年数がせまる穂高
クリーンセンター

各区に配備される小型除雪機

6ページへ

7ページへ
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1011

問　

高
家
飯
田
区
の
旧
羽
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
場
跡
地
に
、
長
野
県
下
一
の
規
模
に
な
る

大
型
パ
チ
ン
コ
店
が
出
店
す
る
こ
と
に
関
連

し
て
質
問
す
る
。
初
め
に
、
当
市
の
将
来
都

市
像
と
大
型
パ
チ
ン
コ
店
の
出
店
お
よ
び
、

閑
静
な
住
宅
地
区
に
大
型
パ
チ
ン
コ
店
が
出

店
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
評
価
と
意

見
を
伺
う
。

市
長　

私
は
、
非
常
に
残
念
な
思
い
を
し
て

い
る
。
法
令
、
ま
た
は
政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
従
う
。
そ
し
て
、
一
方
で
は
市
民
の
意

向
に
配
慮
し
た
開
発
と
な
る
よ
う
、
業
者
や

地
権
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
努
力
を

続
け
て
い
く
。

問　

法
令
遵じ
ゅ
ん
し
ゅ
守
と
と
も
に
、
閑
静
な
住
環

境
や
交
通
安
全
の
悪
化
を
心
配
す
る
市
民
に

寄
り
添
い
、
市
民
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た

行
政
の
助
言
、
指
導
を
期
待
す
る
。
市
長
の

評
価
と
意
見
を
伺
う
。

市
長　

法
律
的
に
は
許
可
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
案
で
あ
っ
た
が
、
住
環
境
の
維
持
や
交
通

安
全
の
確
保
を
重
視
し
て
、
必
要
な
項
目
を

助
言
ま
た
は
指
導
し
、
開
発
業
者
に
は
要
請

を
し
て
き
た
。

問　

出
店
地
周
辺
道
路
は
、
保
育
園
の
通
園

道
路
や
小
学
校
・
中
学
校
の
通
学
道
路
に
な

っ
て
い
る
。
通
過
車
両
が
増
え
、
交
通
安
全

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
周
辺
道
路
の
改

良
や
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

旧
高
家
線
の
梓
橋
駅
入
り

口
の
交
差
点
か
ら
ア
ズ
ミ
村
田
製
作
所
ま
で

は
、
本
年
度
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

応
急
処
置
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

し
た
。
道
路
改
良
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
へ
の

意
向
確
認
を
お
こ
な
う
。
パ
チ
ン
コ
店
出
店

地
西
側
（
住
宅
側
）
道
路
で
、
歩
道
の
な
い

約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
間
に
歩
道
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
梓
橋
の
交
差
点
改
良
は
、

当
面
交
通
状
況
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

大規模パチンコ店建設予定地

※
一
般
質
問
と
は
・
・
・「
市
政
一
般
に
関
す
る
質
問
」
で
、
議
員
が
市
政
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
行
政
に
質
問
で
き
る
。

県
下
一
の
大
規
模
パ
チ
ン
コ
店
の

出
店
計
画
に
つ
い
て

信
政
会
　
竹
　
内
　
秀
太
郎

○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

藤
原　

陽
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

濵　
　

昭
次

平
林　

德
子

宮
下　

明
博

議案第66号 平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第74号 平成 25 年度安曇野市一般会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第76号 平成 25 年度安曇野市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第78号 平成 25 年度安曇野市介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第93号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事建
築主体工事請負契約について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第94号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事電
気設備工事請負契約について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第 95 号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事機
械設備工事請負契約について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

決議第 2 号 安曇野市議会のモラル確立に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

陳情第 8 号
集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、
閣議決定にもとづく法整備等を行わない
よう関係機関に意見書を提出することを
求める陳情

× × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）

一 般 質 問

市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

平成 26 年  6 月定例会

私たちが審議した結果です
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

９３号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事建築主体工事請負契約
について

可決
９４号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事電気設備工事請負契約

について

９５号 豊科公民館耐震補強・大規模改修工事機械設備工事請負契約
について

９６号 小学校施設整備事業穂高南小学校プール改築工事請負契約に
ついて

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

６６号 平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）

可決６７号 平成 26 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別
会計補正予算（第１号）

９０号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正
する条例

７４号 平成 25 年度安曇野市一般会計歳入歳出決算の認定について
認定

７５号 平成 25 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

総務・財政

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

６号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 採択

８号 集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にもとづく法整
備等を行わないよう関係機関に意見書を提出することを求める陳情 不採択

７号 農業改革における慎重な議論と自己改革を基本とした支援を
求める意見書（案）の採択と政府への働き掛けについて 継続

審査９号 国に対し、消費税率 10％への増税中止を求める陳情書

３号 安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子どもたちの通学負
担軽減のためのバス配置について

審査
未了

陳情

請願
番号 件　　　　　　　名 結果

３号 「「手話言語法」制定を求める意見書」の提出を求める請願書 採択

４号 安曇野市議会議場に国旗・市旗を掲揚するよう求める請願 継続
審査

２号 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化をもとめる県への意
見書の提出を求める請願書

審査
未了

請願

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

19号 平成25年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率について

受理

20号 平成25年度決算に基づく安曇野市下水道事業特別会計資金不
足比率について

21号 平成25年度決算に基づく安曇野市農業集落排水事業特別会計
資金不足比率について

22号 平成 25 年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業特別会
計資金不足比率について

23号 平成 25 年度決算に基づく安曇野市水道事業会計資金不足比
率について

24号 平成 25 年度決算に基づく安曇野市営宿舎事業会計資金不足
比率について

25号

地方自治法第 180 条の規定
による専決処分の報告につて

自動車事故に関すること

26号
道路事故に関すること

27号

28号 自動車損傷に関すること

報告事項

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

７号 「手話言語法」制定を求める意見書
可決

８号 私立高校への公費助成に関する意見書

議員提出議案

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

９１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

９２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

人事

決議
番号 件　　　　　　　名 結果

2 号 安曇野市議会のモラル確立に関する決議 可決

決議

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

64 号 安曇野市福祉事務所設置条例及び安曇野市福祉医療費給付金
条例の一部を改正する条例

可決

65 号 安曇野市歯科口腔
くう

保健条例

68 号 平成 26 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

69 号 平成 26 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

70 号 平成 26 年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

76 号 平成 25 年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定77 号 平成 25 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

78 号 平成２５年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

７１号 平成 26 年度安曇野市観光宿泊施設特別会計補正予算
（第１号） 可決

７３号 平成 26 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算
（第１号）

８１号 平成 25 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定

８２号 平成 25 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

８３号 平成 25 年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

８４号 平成 25 年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳入歳出
決算の認定にいついて

８５号 平成 25 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳出決算
の認定について

８６号 平成 25 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

８８号 平成 25 年度安曇野市営宿舎事業会計決算の認定について 可決及
び認定

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

７２号 平成 26 年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

７９号 平成 25 年度安曇野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定

８０号 平成 25 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

８７号 平成 25 年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決算の認
定について

可決及
び認定

８９号 市道の認定について 可決

健康・福祉

産業・経済

建設・水道

6ページへ

6ページへ

6ページへ

5ページへ

7ページへ

7ページへ

7ページへ

7ページへ

7ページへ

敷地面積 30,851㎡
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一 般 質 問

問
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
早
期

英
語
教
育
の
推
進
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

早
期
か
ら
の
英
語
教
育
の
重
要
性
は

深
く
認
識
し
て
い
る
。
日
常
会
話
の
力
を
つ

け
る
よ
う
な
施
策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学
校
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
い
て
、
英
語
は
。

教
育
長　

穂
高
幼
稚
園
で
は
遊
び
の
中
で
勉

強
し
、
小
学
校
で
は
英
語
の
活
動
を
、
中
学

校
で
は
英
語
授
業
の
他
に
希
望
者
に
よ
る
英

語
課
外
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長　

児
童
館
の
事
業
者
と
も
協
議
し

な
が
ら
、
遊
び
と
し
て
外
国
語
に
ふ
れ
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
み
を
計
画
し
た
い
。

問　

政
府
の
※
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
等
の
活
用
を
。

教
育
長　

現
在
の
体
制
の
中
で
子
ど
も
た
ち

の
学
習
機
会
を
さ
ら
に
増
や
し
た
い
。

松
く
い
虫
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　

松
く
い
虫
被
害
へ
の
対
応
に
向
け
た
目

標
と
施
策
は
。

市
長　

引
き
続
き
伐
倒
駆
除
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。
守
る
べ
き
松
林
を
選
定
し
、
防
除

事
業
を
継
続
実
施
し
て
い
く
。

問　

生
態
系
や
人
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

農
薬
空
中
散
布
が
十
分
な
配
慮
で
実
施
さ
れ

た
か
の
検
証
と
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

農
林
部
長　

県
の
防
除
実
施
基
準
を
遵
守

し
、
説
明
会
等
を
開
催
す
る
中
で
情
報
提
供

や
意
見
交
換
を
行
い
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
の
枯
損
状

況
を
把
握
す
る
中
で
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。

問　

寺
社
林
や
屋
敷
林
や
自
宅
林
な
ど
の
松

の
保
護
の
た
め
に
、
予
防
的
な
樹
幹
注
入
へ

の
補
助
金
を
提
案
す
る
が
。

農
林
部
長　

こ
の
秋
か
ら
樹
幹
注
入
を
適
期

に
実
施
す
る
た
め
、
補
助
金
の
交
付
要
綱
の

整
備
や
樹
幹
注
入
が
施
行
で
き
る
よ
う
個
人

向
け
業
者
向
け
の
講
習
会
も
考
え
て
い
る
。

問　

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
沿
い
、新
年
度
に
取
り
組
む
事
業
方
針
は
。

市
長　

人
口
10
万
人
を
目
指
す
上
で
、
子
育

て
支
援
事
業
の
充
実
は
政
策
の
柱
。
新
制
度

で
は
3
歳
以
上
の
「
保
育
の
必
要
性
の
な
い

子
ど
も
」の
保
育
園
受
け
入
れ
は
で
き
な
い
。

市
内
の
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
を
、
受
け
入

れ
可
能
な
保
育
と
幼
児
教
育
と
を
共
に
提
供

す
る
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
て
い
く
。

福
祉
部
長　

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
は
保

護
者
へ
の
十
分
な
説
明
を
行
い
、
2
、
3
年

後
を
目
標
に
進
め
た
い
。
認
定
こ
ど
も
園
で

は
、
保
育
・
幼
児
教
育
を
含
め
福
祉
部
の
所

管
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

問　

小
学
生
対
象
の「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

も
、実
施
場
所
や
所
管
の
検
討
が
必
要
で
は
。

教
育
部
長　
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
小
学
校
で

行
っ
て
い
る
「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」
と
を
、

教
育
部
が
一
体
的
に
実
施
す
べ
き
と
捉
え
、

国
の
示
す
方
向
も
確
認
し
、調
整
し
て
い
く
。

市
長　

新
制
度
へ
の
移
行
を
機
に
、
子
ど
も

支
援
も
、
就
学
前
は
福
祉
部
、
就
学
後
は
教

育
部
と
所
管
部
署
の
見
直
し
を
行
い
た
い
。

国
道
４
０
３
号
線
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　

国
道
４
０
３
号
線
は
、
新
矢
越
ト
ン
ネ

ル
の
開
通
に
よ
り
、
通
行
量
が
増
し
、
沿
線

住
民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
状
態
。

明
北
小
学
校
か
ら
奥
の
地
区
は
道
路
整
備
の

要
望
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　

道
路
管
理
者
の
県
が
数
年

前
に
一
度
、
整
備
計
画
を
こ
の
地
区
に
示
し

た
が
、
理
解
が
得
ら
れ
ず
中
断
し
て
い
る
。

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

の
時
点
で
、
地
域
全
体
が
協
力
す
る
と
ま
と

ま
れ
ば
、
県
に
熱
意
は
伝
わ
る
は
ず
。

市
長　

通
学
の
子
ど
も
た
ち
や
沿
線
住
民
の

危
険
な
思
い
は
承
知
し
て
お
り
、
市
と
し
て

も
地
元
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
、
県
に
道
路

整
備
事
業
の
実
現
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

文
科
省
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は

子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
の
調
和
を
重
視
す
る
『
生
き
る

力
』
を
育
む
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
社
会
性
を
養
う
た
め
の
実
践

的
教
育
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
日
常

的
に
起
こ
る
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は

教
育
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
心
情
を
も

と
に
丁
寧
な
解
決
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

社
会
性
を
養
う
た
め
の
基
盤
と
な

る
の
は
、
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
行
動

す
る
力
。
そ
れ
を
支
え
る
の
が
、待
つ
こ
と
、

我
慢
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
学
級
全
体
や
個
別
で
の
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

は
、
多
く
は
適
切
に
対
応
で
き
解
決
に
至
っ

て
い
る
が
、
年
に
3
、
4
事
例
、
心
の
溝
も

埋
め
ら
れ
な
い
深
刻
な
事
態
も
起
こ
っ
て
い

る
。
市
教
委
で
は
、
子
ど
も
の
心
に
触
れ
、

子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
を
ど
う
捻
出
す
る
か

を
課
題
に
、
学
校
の
改
善
を
進
め
て
い
る
。

問　

教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

各
校
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
市
内

に
は
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
学
習
し
、
活
動

し
て
い
る
よ
い
事
例
が
多
く
あ
る
。
各
学
校

の
研
修
に
実
践
例
の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、

教
育
指
導
員
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

文
化
遺
産
の
伝
承
者
で
あ
る
先
生
方

は
、
人
が
人
を
育
て
る
と
い
う
気
概
を
も
っ

て
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
言
う
な
れ
ば
、

も
っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
ほ
し
い
が
。

教
育
長　

現
場
へ
帰
っ
て
ぜ
ひ
そ
の
熱
い
思

い
を
伝
え
た
い
し
、
教
師
も
ま
た
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
気
持
ち
で
教
壇
に
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
を
元
気
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
産
地
化
を
目
指
す
適
地
適
作
農
業
の
推
進

問
　
最
近
の
入
札
は
、「
ア
ル
プ
ス
保
育
園
・

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」
と
不
調
・
不
落
が
続
い

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
実
施
計
画
が
狂

う
だ
け
で
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
再
入
札
す

る
際
、
入
札
条
件
の
緩
和
だ
け
で
な
く
、
設

計
変
更
に
よ
り
安
全
面
も
心
配
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
建
設
事
業
等
、
建
設
工
事
の

増
加
に
よ
る
作
業
員
や
技
術
員
不
足
に
加

え
、
労
務
単
価
の
上
昇
で
人
件
費
が
高
騰
し

て
、
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
入
札
が

不
調
・
不
落
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
全
国

的
な
問
題
だ
。
当
市
に
お
い
て
も
、
不
調
・

不
落
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
発
注
を
急
ぐ
た
め
に
設
計
変

更
を
行
っ
て
品
質
を
落
と
す
よ
う
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
今
後
も
、
適
正
な
品
質
確
保

に
は
努
め
て
い
く
。「
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」

も
こ
う
い
っ
た
状
況
で
計
画
を
取
り
や
め
る

こ
と
は
な
い
。

区
な
ど
の
自
治
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト

問　

数
人
の
区
長
か
ら
聞
き
取
り
を
し
て
わ

か
っ
た
こ
と
だ
が
、
区
に
よ
っ
て
運
営
や
手

法
だ
け
で
は
な
く
、
区
費
も
違
え
ば
区
長
手

当
等
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
最
近
区
長
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
利
活
用
し
生
か
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

区
の
定
義
、
役
割
、
事
業
な
ど
区
の

あ
り
方
や
、
会
計
処
理
の
仕
方
な
ど
具
体
的

な
検
討
を
し
、
区
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
。
そ
し
て
、
区
民
の
み
な
さ
ん
が
自
身
で

地
域
解
決
を
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る

体
制
を
構
築
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
ど
う

進
め
る
か

松くい虫から守るべき松（豊科の八坂神社）国道 403 号線（潮沢入口付近）

「あいさつ門」で元気よく！

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の

早
期
英
語
教
育
の
推
進
を

信
政
会
　
林
　
　
　
孝
　
彦

入
札
の
不
調
・
不
落
が
続
く
こ
と
で

計
画
変
更
が
な
い
の
か
？

公
明
党
　
小
　
松
　
芳
　
樹

新
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・

子
育
て
新
事
業
に
つ
い
て

政
和
会
　
松
　
枝
　
　
　
功

学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う

道
徳
教
育
の
実
践
を
問
う

信
政
会
　
山
　
田
　
幸
　
与

※
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
…
語
学
指
導
等
を
行
う　
　
　
　
　

外
国
青
年
招
致
事
業



安曇野市議会だより　第 36 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2014.11. 5AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2014.11. 5安曇野市議会だより　第 36 号
1415

一 般 質 問

介助してバスに乗車

問
　
活
字
離
れ
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
子
ど
も

達
に
本
を
読
む
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
教
え
て

い
く
こ
と
は
、
豊
か
な
心
や
想
像
力
を
伸
ば

し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
残
念
な
こ
と

に
、
中
学
生
以
降
の
読
書
量
は
急
激
に
低
下

し
て
い
る
。
文
科
省
が
事
業
委
託
し
た
、
実

証
的
調
査
研
究
報
告
書
の
中
に
は
、
読
み
た

い
本
が
な
い
の
で
は
な
く
、
様
々
な
本
に
ふ

れ
、
関
心
を
持
つ
機
会
が
不
足
し
て
い
る
と

考
察
し
て
い
る
。
子
ど
も
達
の
読
書
推
進
運

動
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
読
書
の

機
会
の
提
供
は
、
行
政
と
し
て
も
大
切
な
役

割
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
経
験
豊
か
な
専
門

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
、
公
共
図

書
館
と
学
校
図
書
館
の
連
携
に
つ
い
て
提
案

を
い
た
だ
き
、
各
年
代
に
合
っ
た
読
書
活
動

に
つ
い
て
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
の
小
中
学
校
で
の
読
書
量
や
、
読

書
運
動
の
取
り
組
み
の
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長　

市
内
の
小
中
学
生
の
読
書
量
は

全
国
平
均
を
少
し
下
回
っ
て
い
る
。
毎
日
で

は
な
い
が
、
朝
の
時
間
を
中
心
に
一
斉
読
書

の
時
間
を
設
け
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
中
で
、
読
書
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
も

受
け
て
い
る
。
継
続
的
な
読
書
時
間
の
取
り

組
み
が
読
書
に
関
心
を
持
つ
機
会
の
拡
大
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

問　

今
ま
で
の
よ
う
な
借
り
っ
ぱ
な
し
、
読

み
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
読
書
履
歴
を
残
す

こ
と
は
子
ど
も
達
の
一
生
の
宝
に
な
る
。
読

書
通
帳
の
導
入
と
、
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
達
に
、自
分
で
読
む
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
の
取
り
組
み
を
提
案

し
た
い
。

教
育
部
長　

前
向
き
な
提
案
を
頂
い
た
。
読

書
意
欲
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

問　

平
成
17
年
10
月
、
旧
3
町
2
村
の
合
併

以
来
、
市
役
所
機
能
を
一
か
所
に
収
容
す
る

建
物
が
な
く
分
庁
方
式
を
と
っ
て
き
た
が
、

新
本
庁
舎
の
竣
工
が
12
月
と
な
り
、
来
年
の

5
月
連
休
明
け
に
開
庁
と
な
る
。「
安
曇
野

は
一
つ
」
の
考
え
方
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
行
財
政
改
革
、
経
費
の
動
向
を
伺
う
。

市
長　

分
庁
方
式
か
ら
の
集
約
に
よ
り
、人
・

物
・
時
間
の
面
で
大
き
く
節
約
効
果
が
期
待

で
き
る
。
情
報
の
共
有
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
に

よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
、
旧

5
町
村
間
の
一
体
感
の
醸
成
が
高
ま
る
。
市

民
窓
口
を
１
階
に
集
約
し
利
便
性
を
図
る
。

合
理
的
な
組
織
機
構
を
確
立
さ
せ
る
と
と
も

に
、防
災
機
能
の
充
実
に
よ
り
市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
。

総
務
部
長　

分
庁
方
式
の
解
消
に
よ
る
行
政

経
費
の
節
減
は
、
移
動
に
要
す
る
人
件
費
・

公
用
車
数
・
維
持
管
理
費
・
コ
ピ
ー
機
の
台

数
な
ど
で
約
１
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

安
曇
野
市
が
一
つ
に
な
れ
る
大
き
な
意

味
あ
る
新
本
庁
舎
に
、
市
民
や
市
職
員
が
と

も
に
活
用
で
き
る
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
な

ぜ
建
設
で
き
な
か
っ
た
か
を
問
う
。

市
長　

必
要
最
小
限
の
庁
舎
と
し
て
の
考
え

か
ら
、
後
年
度
負
担
や
建
設
費
用
面
、
民
間

に
任
せ
る
と
こ
ろ
は
、
民
間
に
任
せ
た
い
と

い
う
観
点
か
ら
設
置
を
し
な
か
っ
た
。

問　

新
本
庁
舎
の
周
辺
整
備
と
電
線
類
の
地

中
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。　

市
長　

敷
地
の
28
％
を
植
樹
帯
と
し
、
市
の

木
で
あ
る
ケ
ヤ
キ
を
主
に
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ

な
ど
、
中
高
木
を
約
１
４
０
本
植
樹
。
周
辺

の
用
地
確
保
も
検
討
し
て
い
く
。

都
市
建
設
部
長　

景
観
を
阻
害
し
て
い
る
電

線
類
の
地
中
化
は
検
討
し
て
い
る
が
、
国
庫

補
助
事
業
を
活
用
し
た
道
路
整
備
を
行
っ
た

た
め
、
適
化
法
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
財
産
処
分
制
限
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
地
中
化

の
路
線
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問　

新
本
庁
舎
建
設
の
総
事
業
費
と
関
連
予

算
は
。

市
長　

建
設
関
係
費
は
68
億
３
０
０
０
万
円

で
、
周
辺
道
路
の
改
良
等
に
2
億
７
２
０
０

万
円
で
あ
る
。
維
持
管
理
費
は
、
光
熱
水
費

を
含
め
年
１
億
４
０
０
０
万
円
の
見
込
み
。

問　

25
年
度
決
算
で
起
債
総
額
は
約
８
７
５

億
円
で
あ
る
。
新
本
庁
舎
建
設
費
約
70
億
円

の
財
政
計
画
と
健
全
財
政
へ
の
影
響
は
。

財
政
部
長　

実
施
計
画
と
の
整
合
性
を
と

り
、
合
併
特
例
債
を
財
源
に
、
後
年
度
の
償

還
額
に
計
上
し
て
い
る
。
行
政
改
革
、
経
費

の
削
減
に
努
め
て
い
く
。

安
曇
野
市
の
平
和
の
た
め
に
共
闘
を
！

問　

集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
を
容
認
せ

ず
、
戦
争
に
頼
ら
な
い
平
和
日
本
の
た
め
に

市
民
と
の
共
闘
を
呼
び
か
け
な
い
か
。

市
長　

閣
議
決
定
は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、

平
和
主
義
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
事
態
で
あ
る
。

世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
、
平
和
首
長
会
議

に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
率
先
し
た
市
民

共
闘
の
呼
び
か
け
は
、
慎
重
を
期
し
た
い
。

入
札
漏
え
い
問
題
の
対
策
は

問　

入
札
漏
え
い
防
止
対
策
と
任
命
責
任

は
。
ま
た
、
体
質
に
問
題
は
な
い
か
。

市
長　

再
発
防
止
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

検
証
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
公
務
員
・
職

員
の
モ
ラ
ル
が
大
切
で
あ
る
。
任
命
責
任
者

と
し
て
体
制
整
備
や
検
証
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
デ
ー
を
決
め
、
不

正
を
さ
せ
な
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

水
道
事
業
の
統
合
と
料
金
統
一
に
つ
い
て

問　

水
道
事
業
の
統
合
と
料
金
統
一
問
題
は
。

上
下
水
道
部
長　

平
成
28
年
度
に
事
業
統
合

予
定
で
あ
る
。
地
域
で
経
営
状
況
に
差
が
あ

る
中
で
、
料
金
体
系
を
ど
う
す
る
か
は
水
道

事
業
運
営
審
議
会
で
検
討
す
る
。

問
　
安
曇
養
護
学
校
で
は
全
校
生
徒
１
８
８

人
の
う
ち
、
安
曇
野
市
か
ら
１
０
９
人
が
通

っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
い

る
98
人
中
64
人
は
安
曇
野
市
の
児
童
・
生
徒

だ
。片
道
１
時
間
以
上
も
か
け
て
の
通
学
は
、

障
が
い
を
も
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
と
っ

て
は
大
き
な
負
担
だ
。
市
内
の
小
学
校
で
も

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
介
助

員
と
し
て
先
生
方
が
2
人
１
組
交
代
で
乗
っ

て
い
る
。
バ
ス
１
台
と
介
助
員
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。
県
と
市
の
垣
根
を
越
え
て
要
望

に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

安
曇
養
護
学
校
は
県
立
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
県
の
動
き
を
見
守
り
、
通
学
を

含
め
た
学
習
環
境
の
改
善
を
強
く
要
望
し
て

い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
検
討
さ
れ
て

い
る
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
利
用
者
負
担
に

つ
い
て
、
国
は
上
乗
せ
徴
収
、
実
費
徴
収
し

て
も
い
い
と
言
っ
て
い
る
。
負
担
増
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
が
。

福
祉
部
長　

算
定
の
方
法
が
所
得
税
ベ
ー
ス

か
ら
市
町
村
民
税
ベ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
る
。

今
の
段
階
で
は
新
た
な
実
費
徴
収
は
想
定
し

な
い
。

問　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
保
育
者
の
配
置

基
準
は
。

福
祉
部
長　
「
保
育
士
と
同
等
以
上
の
知
識

や
経
験
を
有
す
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
も

の
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
幼
稚
園
教
諭
、

ま
た
は
看
護
師
等
、
知
識
と
経
験
の
あ
る
方

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
基
準
は
。

福
祉
部
長　

国
が
示
す
基
準
は
、
児
童
40
人

を
１
つ
の
単
位
と
し
て
、
指
導
員
を
2
人
以

上
配
置
し
、
そ
の
う
ち
１
人
は
補
助
員
で
代

替
え
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

竣工間近な新本庁舎

新本庁舎

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

読
書
通
帳
と
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業

の
導
入
を
提
案公

明
党
　
中
　
村
　
今
朝
子

安
曇
野
市
在
住
の
安
曇
養
護
学
校

児
童
生
徒
の
通
学
負
担
軽
減

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
猪
　
狩
　
久
美
子

新
本
庁
舎
の
役
割
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
い
て

信
政
会
　
宮
　
澤
　
豊
　
次

新
本
庁
舎
建
設
費
総
額
と
財
政
計
画
・

健
全
財
政
へ
の
影
響
は

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
松
　
澤
　
好
　
哲
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一 般 質 問

大型遊技店の周辺道路状況

問
　
合
併
特
例
に
基
づ
く
5
地
域
審
議
会
は

平
成
27
年
で
設
置
期
間
が
終
わ
る
が
、
合
併

特
例
の
5
年
延
長
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
新
た
に
構
築
す
る
上
で
の
手
法
は
。

市
長　

地
域
審
議
会
は
、
法
律
に
基
づ
き
平

成
27
年
3
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
設
置
す
る

と
、
安
曇
野
地
域
合
併
協
議
会
で
決
め
ら
れ

た
。
こ
の
10
年
間
に
、
協
議
書
に
基
づ
き
新

市
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す
る
事
項
、
新
市

の
基
本
構
想
の
変
更
に
関
す
る
事
項
等
に
つ

い
て
6
項
目
の
諮
問
を
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
会
は
、
必
要
と
認
め
る
事
項

を
審
議
し
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
、
地
域
特
有
の
課
題
に
つ
い
て
も
提
言

が
さ
れ
て
き
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
の
地
域
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
課
題
解
決
を
行
う
全

市
的
な
組
織
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

少
子
・
高
齢
化
と
人
口
減
少

問　

ど
の
自
治
体
も
危
機
感
を
持
つ
少
子
・

高
齢
化
と
人
口
減
少
の
問
題
が
、「
日
本
創

世
会
議
」
の
報
告
書
で
は
、
２
０
４
０
年
に

市
の
人
口
は
7
万
8
千
人
ま
で
減
少
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
率
が
近
隣

市
よ
り
高
く
、
若
い
世
代
の
女
性
の
出
産
率

は
逆
に
最
も
低
い
と
聞
く
が
、こ
の
要
因
は
。

市
長　

第
2
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
地
方

創
世
担
当
が
新
設
さ
れ
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
世
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
期

待
を
し
、
歓
迎
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

　

日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
し
超
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
で
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
。
人
口
減
少
社
会
か
ら
転
換

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
豊
か
な
自
然

環
境
や
文
化
、
未
来
あ
る
資
源
を
活
用
し
た

農
・
工
・
商
の
産
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
、

観
光
振
興
を
図
り
、
子
育
て
支
援
、
教
育
環

境
の
強
化
に
努
め
た
い
。

問　

孤
食
、
欠
食
、
個
食
、
固
食
の
頭
文
字

を
と
っ
て
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
最
近
の
食

生
活
を
表
す
言
葉
が
あ
る
。
市
内
小
中
学
生

の
孤
食
、
欠
食
が
学
び
等
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

保
健
医
療
部
長　

一
人
で
食
事
を
す
る
孤
食

は
、
家
族
団
ら
ん
が
持
て
な
い
。
好
き
な
も

の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
る
こ
と
は
、
偏
食
に

繋
が
る
。
朝
食
の
欠
食
は
、
昼
食
、
夕
食
の

摂
取
量
が
多
く
な
り
、過
食
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

悪
化
し
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
助
長
す
る
。

朝
食
を
欠
食
す
る
子
ど
も
は
、
疲
れ
る
、
い

ら
い
ら
す
る
等
不
調
を
感
じ
る
割
合
が
高
い
。

孤
食
、
欠
食
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ
ム
、
食
習
慣

を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
部
長　

調
査
対
象
は
、
小
学
6
年
生
・

中
学
3
年
生
で
朝
食
を
食
べ
な
い
・
あ
ま
り

食
べ
な
い
小
学
生
2.3
％
、
中
学
生
4.7
％
で
あ

る
。
朝
食
と
学
力
の
関
係
は
、
食
べ
て
い
る

子
ど
も
の
平
均
正
答
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
た
い
「
交
通
安

全
施
策
整
備
」

問　

市
長
は
平
成
25
年
6
月
6
日
県
議
会
に

交
通
安
全
施
策
促
進
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。
そ
の
後
の
対
応
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

前
年
度
よ
り
安
曇
野
警
察

署
分
は
２
１
０
０
万
円
増
額
し
た
。
交
通
安

全
事
業
予
算
は
配
慮
し
て
頂
い
て
い
る
。

問　

交
通
安
全
施
策
促
進
要
望
書
に
は
、
交

通
死
亡
事
故
発
生
個
所
2
か
所
が
入
っ
て
い

る
。
国
道
19
号
田
沢
（
南
原
地
区
）
と
堀
金

烏
川
（
倉
田
地
区
）
だ
。
交
通
死
亡
事
故
発

生
現
場
は
最
優
先
に
実
施
し
て
頂
き
た
い
。

都
市
建
設
部
長　

市
長
と
も
ど
も
、
い
ろ
い

ろ
な
機
会
で
お
願
い
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
ふ
る
さ
と
（
納
税
）
寄
附

問　

い
ま
だ
に
地
域
エ
ゴ
が
解
決
で
き
な
い

中
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
一
日
も
早
い
市
民

の
一
体
感
を
、
今
後
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
含
め

て
市
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の

か
見
解
と
対
策
を
伺
う
。

市
長　

体
力
の
向
上
、
健
康
増
進
に
と
ど
ま

ら
ず
、
自
己
研
さ
ん
や
仲
間
づ
く
り
等
大
き

な
意
味
を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
市

民
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深
め
、
市
民
と

し
て
の
連
帯
感
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
と
一
体
感
醸
成
を
図
る

た
め
に
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
し
更
な

る
一
体
感
を
推
進
し
て
い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
は

大
切
な
施
策
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。

問　

公
式
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

8
月
に
庁
内
策
定
会
議
を
開
い

た
。
外
部
を
含
め
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
決
定
次
第
、
積
極
的
に
整
備
計
画
を
進
め

て
い
く
。

問　

公
民
館
事
業
の
連
携
と
体
育
協
会
の
法

人
化
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
部
長　

同
種
目
の
競
技
団
体
の
一
本
化

に
つ
い
て
は
関
係
者
に
考
え
を
聞
く
必
要
が

あ
る
。
体
育
協
会
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、

協
会
が
平
成
28
年
に
向
け
て
設
立
準
備
会
を

立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

問　

市
営
球
場
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

財
政
的
な
面
を
含
め
て
、
十
分

検
討
し
て
、
施
設
の
整
備
と
と
も
に
現
状
を

し
っ
か
り
分
析
し
、
年
度
末
ま
で
に
は
結
論

を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
内
高
校
の
再
編
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

中
高
一
貫
校
を
含
め
て
、
県
立
と

い
う
こ
と
で
所
管
外
で
は
あ
る
が
、
第
二
期

の
県
立
高
等
学
校
の
再
編
計
画
を
待
ち
、
市

内
校
の
存
続
に
向
け
て
、
一
層
輝
き
を
増
す

よ
う
、
地
域
住
民
と
と
も
に
協
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
遊
技
店
（
パ
チ
ン
コ
店
）
周
辺
の
道
路
、

特
に
堤
防
道
路
の
状
況
は
。

都
市
建
設
部
長　

梓
橋
北
詰
か
ら
長
野
自
動

車
道
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
ま
で
の
１
９
７
０
メ

ー
ト
ル
、
幅
員
約
6
メ
ー
ト
ル
が
ほ
ぼ
堤
防

道
路
で
、
国
交
省
か
ら
占
用
許
可
を
市
が
受

け
て
い
る
。
遊
技
場
の
西
の
市
道
は
、
2
級

１
号
線
で
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
へ
通

学
・
通
園
す
る
子
供
も
利
用
し
て
い
る
。
安

全
な
交
通
環
境
を
求
め
、
西
側
の
市
道
の
出

入
り
は
限
定
し
、
堤
防
道
路
側
の
出
入
り
を

主
と
し
て
行
う
よ
う
地
元
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
。
事
業
者
に
は
堤
防
側
の
出
入
り
口
の

設
置
を
指
導
し
て
い
る
。

問　

周
辺
整
備
の
費
用
と
交
通
量
の
変
化
は
。

都
市
建
設
部
長　

通
学
路
側
約
２
５
０
メ
ー

ト
ル
に
歩
道
整
備
計
画
を
予
定
し
て
い
る

が
、
要
す
る
費
用
は
、
測
量
設
計
と
工
事
で

約
４
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
交
通

量
は
昼
12
時
間
で
、
平
日
で
３
７
４
７
台
、

休
日
は
２
４
５
７
台
と
推
計
。
今
後
、
地
元

と
協
議
を
し
、常
に
環
境
改
善
を
行
う
よ
う
、

今
後
も
指
導
し
て
い
く
。

問　

一
般
論
と
し
て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
に
つ

い
て
。

保
健
医
療
部
長　

市
に
お
け
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
の
実
態
は
つ
か
め
て
い
な
い
の
が
実

態
。
パ
チ
ン
コ
な
ど
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
む

面
も
あ
る
が
、
依
存
症
と
思
わ
れ
、
生
活
に

支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
市
で
は
相
談

窓
口
を
紹
介
し
て
い
る
。

問　

雇
用
、
税
収
は
。

商
工
観
光
部
長　

雇
用
の
面
で
一
定
の
プ
ラ

ス
の
要
素
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

財
政
部
長　

法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
遊
技
場
と
い
う
こ
と

で
た
ば
こ
税
も
考
え
ら
れ
る
が
、
卸
売
業
者

が
小
売
業
者
に
売
り
渡
し
た
と
き
に
税
が
発

生
す
る
。
本
遊
技
場
は
不
確
定
の
た
め
、
発

生
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

市民の声が届かない交差点
（堀金烏川倉田地区）

創立 100 周年を迎える穂高商業高
等学校

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

合
併
９
年
間
の
検
証
と
、
今
後
の

課
題
・
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

信
政
会
　
濵
　
　
　
昭
　
次

高
家
地
区
へ
の
大
型
遊
技
店
の

進
出
に
つ
い
て政

和
会
　
藤
　
原
　
正
　
三

小
中
学
生
の
孤
食
・
欠
食
が
学
び
に

及
ぼ
す
影
響
は政

和
会
　
内
　
川
　
集
　
雄

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
更
な
る
一
体
感

を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

信
政
会
　
召
　
田
　
義
　
人
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一 般 質 問

今年度の安曇野市防災訓練の様子

問
　
開
発
申
請
が
出
る
前
に
特
別
用
途
地
域

の
指
定
を
か
け
れ
ば
、
パ
チ
ン
コ
店
出
店
を

止
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
業
者
か
ら

市
へ
の
正
式
な
相
談
が
3
月
28
日
、
申
請
提

出
が
5
月
2
日
。
申
請
が
出
て
か
ら
の
対
応

で
は
遅
い
。
田
園
産
業
都
市
の
理
念
に
そ
ぐ

わ
な
い
開
発
か
ら
安
曇
野
を
守
る
た
め
に

は
、
先
取
り
し
て
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。

一
方
市
長
の
支
持
者
か
ら
「
大
型
パ
チ
ン
コ

店
が
や
っ
て
く
る
件
は
、
昨
年
10
月
の
選
挙

前
後
に
既
に
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
市
長
も

話
を
出
し
て
き
た
」と
情
報
提
供
を
受
け
た
。

公
の
場
で
し
っ
か
り
と
確
認
し
た
い
。
市
長

は
こ
の
出
店
に
つ
い
て
、い
つ
聞
い
た
の
か
。

市
長　

お
そ
ら
く
今
年
の
3
月
頃
だ
っ
た
。

問　

望
ま
な
い
出
店
が
二
度
と
起
き
な
い
よ

う
に
、
開
発
事
業
の
手
続
き
の
中
に
、
区
の

同
意
を
取
り
つ
け
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
追

加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

区
だ
け
で
は
な
く
て
、
市

民
全
体
の
話
で
あ
り
、
都
市
計
画
と
い
う
の

は
、
ど
こ
か
の
地
域
を
規
制
す
れ
ば
、
ど
こ

か
の
地
域
に
そ
の
圧
力
は
か
か
る
。
一
地
域

だ
け
の
問
題
と
い
う
限
定
を
す
る
こ
と
は
望

ま
し
く
な
い
。

ご
み
処
理
業
者
の
河
川
敷
堤
防
の
通
行

問　

裁
判
で
業
者
は
「
河
川
敷
堤
防
を
利
用

す
る
こ
と
は
違
法
な
行
為
で
は
な
い
こ
と
を

安
曇
野
市
が
明
確
に
示
し
た
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
こ
の
点
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

そ
の
よ
う
な
発
言
は
し
て

い
な
い
。
業
者
の
発
言
は
理
解
し
か
ね
る
。

問　

大
型
車
両
が
河
川
敷
堤
防
を
自
由
に
通

行
し
て
よ
い
と
認
め
た
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

通
行
権
の
自
由
で
は
な

く
、
損
傷
を
し
な
い
範
囲
で
の
通
行
で
あ
れ

ば
自
由
使
用
の
範は
ん
ち
ゅ
う疇
だ
と
言
い
続
け
て
い

る
。
何
で
も
か
ん
で
も
自
由
に
使
っ
て
い
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問　

市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
の
あ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
を

ど
う
捉
え
、
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

市
長　

日
米
首
脳
会
談
以
後
、
実
務
者
レ
ベ

ル
で
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で

最
も
危
惧
さ
れ
る
の
は
混
合
診
療
（
保
険
診

療
と
自
由
診
療
）
に
よ
っ
て
、
保
険
制
度
が

崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
農
産
物

に
つ
い
て
も
、
重
要
品
目
の
聖
域
確
保
の
公

約
遵
守
を
強
く
望
む
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
２
０

１
２
年
12
月
の
衆
議
院
選
挙
時
に
自
民
党
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
公
約
し
て
い
る
。
ポ
ス
タ

ー
に
は
「
ウ
ソ
つ
か
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
。
ぶ
れ
な
い
」
と
あ
り
、
①
聖
域
な
き
関

税
撤
廃
を
前
提
と
す
る
限
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
は
参
加
し
な
い
②
自
由
貿
易
の
理
念
に
反

す
る
工
業
製
品
の
数
値
目
標
を
受
け
入
れ
な

い
③
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
④
食
の
安

全
・
安
心
の
基
準
を
守
る
⑤
国
の
主
権
を
損

な
う
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
は
合
意
し
な
い
⑥
政
府

調
達
、
企
業
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
わ
が
国
の
特

性
を
踏
ま
え
る
。
以
上
24
分
野
に
わ
た
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
の
本
質
を
公
約
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
反
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
は
市
長
は

態
度
を
表
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

農
業
に
つ
い
て
は
農
業
が
営
め
る
よ

う
な
方
策
を
政
府
が
示
さ
な
い
限
り
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
に
は
参
加
す
べ
き
で
は
な
い
と
表
明

し
て
き
た
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

農
業
振
興
の
た
め
の
要
望
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
合
葬
墓
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か

○
田
園
産
業
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
大
型
パ

チ
ン
コ
店
の
進
出
計
画
に
つ
い
て

問　

増
田
建
設
産
業
（
以
下
Ｍ
産
業
）
に
対

し
、
防
音
壁
に
係
る
変
更
届
等
に
不
明
な
点

が
あ
っ
た
た
め
、
県
は
業
者
に
報
告
を
求
め

て
い
る
が
、
そ
の
後
の
県
の
対
応
と
市
の
一

般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
更
新
へ
の
影
響
は
。

市
民
生
活
部
長　

市
の
照
会
に
対
し
て
県
は

「
本
年
7
月
31
日
付
で
Ｍ
産
業
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
明
確
で
な
い
こ
と
及
び

Ｍ
産
業
か
ら
報
告
書
の
一
部
に
つ
い
て
、
後

日
報
告
す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、

追
加
報
告
を
待
っ
て
い
る
。
今
後
、仮
に（
防

音
）壁
の
強
度
不
足
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

Ｍ
産
業
に
対
し
て
改
善
な
ど
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
指
導
す
る
」
と
の
こ
と
。

問　

県
は
建
築
基
準
法
が
適
用
さ
れ
る
南
側

の
防
音
壁
（
擁
壁
）
に
つ
い
て
は
評
価
・
検

証
で
き
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
南
側
の
壁

に
つ
い
て
建
築
確
認
の
完
了
検
査
を
受
け
た

か
ど
う
か
不
明
、
完
了
検
査
に
必
要
な
書
類

も
写
真
も
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
建

築
基
準
法
違
反
で
は
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

建
築
確
認
の
許
可
権
者
は

県
で
あ
る
か
ら
、「
も
と
も
と
建
築
基
準
法

違
反
で
は
な
か
っ
た
か
」
に
つ
い
て
は
、
再

度
県
に
確
認
し
て
対
応
す
る
。
Ｍ
産
業
に
つ

い
て
は
二
つ
の
裁
判
が
係
争
中
で
も
あ
り
、

許
可
更
新
に
当
た
っ
て
は
、
慎
重
の
上
に
慎

重
を
期
し
た
い
。

住
民
訴
訟
と
訴
訟
費
用
負
担
に
つ
い
て

問　

本
庁
舎
建
設
差
止
め
住
民
訴
訟
（
公
金

支
出
等
差
止
め
請
求
事
件
）
の
原
告
敗
訴
が

確
定
し
た
が
、
市
は
そ
の
訴
訟
費
用
を
原
告

市
民
に
請
求
す
る
の
か
。

市
長　

判
決
に
従
い
請
求
の
権
利
は
行
使
す

る
と
い
う
基
本
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い

が
、
市
議
会
が
訴
訟
費
用
請
求
の
見
直
し
の

請
願
を
採
択
し
た
経
過
も
あ
り
、
今
回
の
訴

訟
費
用
の
請
求
に
つ
い
て
は
熟
慮
中
で
あ
る
。

問
　
大
規
模
災
害
発
生
時
、
行
政
が
機
能
を

保
ち
、
通
常
業
務
を
行
う
た
め
の
業
務
継
続

計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
導
入
と
、
土
砂
災
害
危
険

箇
所
の
基
礎
調
査
、
土
砂
災
害
避
難
勧
告
発

令
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
策
定
し
て
い

る
。
危
険
箇
所
の
調
査
状
況
は
、
平
成
21
年

3
月
末
で
、
土
石
流
及
び
急
傾
斜
地
は
区
域

指
定
が
完
了
し
て
い
る
。
地
滑
り
区
域
は
、

本
年
度
調
査
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
務
部
長　

通
常
業
務
の
中
に
は
、
一
時
的

に
も
中
断
が
許
さ
れ
な
い
業
務
も
あ
る
。
昨

年
度
に
は
そ
れ
を
特
定
す
る
作
業
が
終
了

し
、
本
年
度
は
、
職
員
の
参
集
体
制
、
執
行

環
境
、資
機
材
の
点
検
に
つ
い
て
取
り
組
み
、

年
内
に
策
定
を
完
了
す
る
予
定
で
、
進
捗
率

は
大
体
3
分
の
2
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

都
市
建
設
部
長　

市
内
全
域
で
土
石
流
の
危

険
渓
流
は
１
２
５
か
所
、
特
別
警
戒
区
域
は

１
１
１
か
所
だ
が
、
上
流
に
多
く
あ
り
、
人

の
住
ん
で
い
る
所
は
少
な
い
。
急
傾
斜
は
２

６
２
か
所
、
こ
の
う
ち
２
５
１
か
所
が
特
別

警
戒
区
域
で
あ
る
。
ま
た
、
安
曇
野
市
の
地

層
は
3
つ
に
分
類
さ
れ
、
地
質
も
調
査
し
た

上
で
警
戒
区
域
を
指
定
し
て
い
く
。
土
砂
災

害
警
戒
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
も
5
キ
ロ
四

方
の
格
子
に
分
け
て
、
土
壌
水
分
量
、
気
象

レ
ー
ダ
ー
等
総
合
的
に
勘
案
し
発
表
す
る
。

危
険
箇
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　

避
難
勧
告
発
令
基
準
に
つ
い
て

は
、
昨
年
6
月
、
避
難
情
報
等
の
判
断
・
伝

達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
終
了
し
て
お
り
、

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
の

3
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
、
状
況
、
予
測
時

間
の
関
係
、
市
民
に
求
め
る
行
動
が
明
記
さ

れ
た
。
特
に
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
判
断
基

準
を
明
確
に
し
て
い
る
。避
難
準
備
情
報
は
、

避
難
勧
告
の
前
段
と
し
て
、
高
齢
者
、
弱
者

の
方
々
に
早
め
の
避
難
を
促
す
た
め
で
あ
る
。

パチンコ依存症にならないよう…ＴＰＰ交渉参加 11 カ国

M 建設産業の情報公開資料等の数々

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

市政のここが聴きたい！！9 月
定例会

望
ま
な
い
パ
チ
ン
コ
店
の
出
店
を

く
い
止
め
る
に
は

無
所
属
　
増
　
田
　
望
三
郎

防
災
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に

公
明
党
　
藤
　
原
　
陽
　
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
ど
う
捉
え

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
か

無
所
属
　
荻
　
原
　
勝
　
昭

Ｍ
産
業
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
更
新
を
ど
う
す
べ
き
か

無
所
属
　
小
　
林
　
純
　
子
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一 般 質 問

増やそう生垣

問
　
国
の
「
農
業
改
革
」
へ
の
考
え
は
。

市
長　

あ
づ
み
農
協
よ
り
市
に
「
自
主
自
立

を
基
本
と
す
る
農
業
協
同
組
合
の
維
持
・
発

展
に
関
す
る
要
請
」
が
提
出
さ
れ
た
。「
農

業
改
革
」
は
、
農
業
の
振
興
と
農
村
の
発
展

を
目
的
と
す
る
改
革
で
あ
る
べ
き
で
、
地
域

に
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
国
に
要
請
す

る
。
地
域
の
農
業
協
同
組
合
の
存
在
は
重
要

と
考
え
て
い
る
。

問　

Ｐ
Ｅ
Ｄ
（
豚
流
行
性
下
痢
）
を
法
定
伝

染
病
に
し
て
、
農
家
を
救
え
る
取
り
組
み
を

県
や
国
に
要
請
を
。

農
林
部
長　

家
畜
伝
染
病
は
畜
産
農
家
に
大

き
な
負
担
が
生
じ
る
。県
に
支
援
を
要
請
し
、

市
で
も
何
ら
か
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

18
歳
の
高
校
生
に
自
衛
隊
勧
誘
の
は
が

き
が
届
い
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

市
長　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
一
部

を
閲
覧
さ
せ
、そ
の
事
実
を
公
表
し
て
い
る
。

問　
「
教
育
再
生
首
長
会
議
」
へ
の
参
加
は
。

市
長　

通
知
な
く
内
容
も
承
知
し
て
い
な
い
。

問　

道
徳
の
教
科
化
、国
定
教
科
書
で
進
め
、

評
価
ま
で
考
え
る
道
徳
教
育
は
問
題
で
は
。

教
育
長　

検
定
教
科
書
の
使
用
は
教
師
の
独

自
教
材
を
使
っ
た
教
育
が
制
限
さ
れ
、
多
様

な
考
え
を
扱
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
懸
念
を
感
じ
る
。
子
ど
も
た

ち
の
道
徳
性
は
一
人
一
人
多
様
だ
か
ら
、
道

徳
的
価
値
を
教
え
る
指
導
の
み
に
終
始
し
て

は
な
ら
な
い
。
現
在
は
発
展
的
・
補
充
的
な

扱
い
は
学
校
裁
量
の
範
囲
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。
道
徳
性
は
児
童
・
生
徒
の
人

格
全
体
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
生
涯
を

通
じ
て
育
ま
れ
る
も
の
で
、
他
の
教
科
の
評

価
と
は
異
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
北
小
倉
区
署
名
は
市
長
が
受
け
取
り
を

○
羽
コ
ン
跡
地
へ
の
遊
興
施
設
の
進
出
は
、

田
園
産
業
都
市
構
想
に
ふ
さ
わ
し
い
か

問
　
今
年
6
月
定
例
会
の
市
長
行
政
報
告
の

中
で
、「
緑
に
囲
ま
れ
た
安
ら
ぎ
を
感
じ
る

環
境
づ
く
り
」
の
た
め
の
生
垣
づ
く
り
や
記

念
樹
な
ど
を
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
た
め
の

「
緑
化
向
上
支
援
計
画
」
の
策
定
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

緑
化
率
の
現
地
調
査
の
結

果
、
昭
和
の
時
代
の
団
地
の
緑
化
率
が
42
・

6
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成
13
年
以
降
の
団
地

が
8.3
％
か
ら
12
・
7
％
の
結
果
で
田
園
エ
リ

ア
の
目
標
率
20
％
を
下
回
っ
た
。
そ
こ
で
、

市
民
の
緑
化
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
た

め
①
新
築
や
誕
生
日
を
記
念
し
樹
木
を
配
布

す
る
。
②
新
た
な
生
垣
の
設
置
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
撤
去
し
て
生
垣
に
し
た
場
合
の
補
助
な

ど
検
討
し
て
い
る
。

問　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
を
市
の
政
策
に
、
ま
た
観
光
資
源
に

で
き
な
い
か
。

政
策
部
長　

花
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
。
花
づ
く
り
は
そ
こ
に
住
む
人
々

の
心
の
余
裕
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も

の
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
含
め
た

花
の
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を
す
る
。

商
工
観
光
部
長　

観
光
誘
客
を
図
る
上
で
花

の
持
つ
役
割
は
大
き
く
、
四
季
折
々
に
咲
く

花
の
観
賞
が
、
来
訪
者
の
滞
在
時
間
の
延
長

に
な
る
な
ど
、
誘
客
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
な
る

可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
協
力
い
た
だ

け
る
か
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

難
航
し
て
い
る
市
道
整
備
の
現
状
と
対
応
は

問　

難
航
し
た
現
状
が
原
因
で
、
人
命
に
係

る
事
故
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
土
地
収
用

制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

難
航
し
て
い
る
市
道
は
11

路
線
。
市
は
事
業
の
公
益
性
、
必
要
性
か
ら

粘
り
強
い
交
渉
を
通
じ
解
決
を
図
る
。

　

ま
た
、
職
員
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
十
分
理

解
い
た
だ
け
る
専
門
的
な
技
術
力
と
知
識
の

研
さ
ん
に
努
め
る
。

稲刈りすすむ。コンバインも一服。

農
業
振
興
と
農
村
発
展
を
目
指
す

農
業
改
革
を
農
協
と
共
に
！

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
井
　
出
　
勝
　
正

緑
化
向
上
支
援
計
画
策
定
の

進
捗
状
況
は

政
和
会
　
坂
　
内
　
不
二
男

21

今
年
2
月
の
視
察
研
修
で
は
㈱
会
議
録

セ
ン
タ
ー
で
編
集
の
基
本
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
そ
れ
を
受
け
て
作
成
し
た
議
会
だ
よ
り

34
号
は
、
表
紙
の
写
真
を
大
き
く
し
、
ト
ッ

プ
記
事
に
は
見
開
き
で
見
出
し
を
つ
け
る
な

ど
、
市
民
に
と
っ
て
読
ま
れ
る
紙
面
を
意
識

し
た
。
結
果
、
市
民
の
方
か
ら
も
「
読
み
や

す
く
な
っ
た
」「
読
み
た
く
な
っ
た
」
な
ど

の
声
を
頂
い
た
。

2
回
目
と
な
る
今
回
の
研
修
で
は
、
初

日
山
梨
県
甲
斐
市
の
先
進
事
例
を
視
察
、
2

日
目
は
㈱
会
議
録
セ
ン
タ
ー
で
議
会
だ
よ
り

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
我
々
が
手
掛
け
た
議
会
だ
よ
り
の
良
か

っ
た
点
（
表
紙
の
全
面
写
真
、
ペ
ー
ジ
を
ま

【
北
海
道
釧
路
市
立
総
合
病
院
】

視
察
経
緯　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
、
専

門
医
に
よ
る
診
療
を
希
望
す
る
市
民
の
声

が
多
い
た
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
外
来
が
設

置
さ
れ
て
い
る
公
的
病
院
を
視
察
し
た
。

概
要
及
び
考
察　

投
薬
で
は
完
治
で
き
な
い

方
の
た
め
に
も
、
専
門
外
来
が
で
き
て
い

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
た
だ
、
課
題
と

し
て
患
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
の
こ
と
。
安
曇
野
日

赤
に
も
で
き
る
こ
と
を
望
む
。

【
北
海
道
釧
路
市
】

概
要
及
び
考
察　

炭
鉱
閉
山
や
リ
ー
マ
ン
シ

た
ぐ
大
見
出
し
、
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
の
活
用
な

ど
）
を
各
ペ
ー
ジ
ご
と
に
取
り
上
げ
て
頂
い

た
。
一
方
改
善
点
と
し
て
、
表
紙
の
ペ
ー
ジ

の
項
目
を
す
べ
て
載
せ
る
必
要
が
あ
る
か
、

リ
ー
ド
文
を
載
せ
る
こ
と
、「
～
に
つ
い
て
」

の
見
出
し
か
ら
の
脱
却
な
ど
、
新
た
な
視
点

を
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
我
々
も
検
討
事
項
と
し
て
い
た

「
議
案
一
覧
」
の
掲
載
に
つ
い
て
、「
資
料
な

の
か
読
み
物
な
の
か
」
と
い
う
投
げ
か
け
が

あ
り
検
討
。
や
は
り
議
会
だ
よ
り
は
市
民
に

読
ん
で
も
ら
う
も
の
。
単
に
一
覧
表
を
ベ
タ

張
り
す
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
で
は
ど
の

よ
う
に
改
善
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と

で
、
会
議
録
セ
ン
タ
ー
講
師
の
方
か
ら
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
分
け
、
色
分
け
、
該
当
ペ
ー
ジ
な

ど
と
の
関
連
性
の
3
つ
の
視
点
を
留
意
す
る

と
よ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

広
報
委
員
会
の
中
で
積
極
的
に
議
論
改
善

し
、
１
ペ
ー
ジ
も
読
み
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ョ
ッ
ク
の
影
響
で
急
激
に
増
え
た
生
活

保
護
世
帯
の
対
策
と
し
て
、
自
立
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
し
、
生
活
再
建
等
、

自
立
が
進
ん
で
い
る
現
状
を
当
市
に
も

活
か
し
た
い
。

　
　

日
常
生
活
意
欲
向
上
支
援
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
就
業
体
験
を
通
じ
、
就

労
自
立
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
を
受
け
た
。

単
に
就
労
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
受
給
者

の
自
尊
感
情
の
回
復
や
、
居
場
所
づ
く
り

を
重
視
し
て
い
る
。

【
北
海
道
札
幌
市
】

概
要
・
考
察　

70
％
を
超
え
る
地
産
地
消
で

の
給
食
は
、
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
食
べ

残
し
や
調
理
過
程
で
の
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ

ク
ル
で
堆
肥
化
し
、
そ
れ
を
農
家
に
届

け
、
そ
の
農
場
で
で
き
た
作
物
を
再
び
給

食
へ
提
供
。学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
も
、

学
習
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
。

議会広報特別委員会

福祉教育委員会

どれがいいのかな？

釧路市立総合病院の看護師による説明

委員会視察報告

視察先　山梨県甲斐市議会および（株）会議録センター
　　　　（埼玉県鴻巣市）
目　的　読まれる議会だよりについて意見交換（甲斐市議
　　　　会）、議会だよりの編集に関する研修（㈱会議録
　　　　センター）
期　日　平成26年7月15日から平成26年7月16日まで

8 月 6日　視察先　北海道釧路市立総合病院
目　的　アレルギー外来の取り組みについて

8 月 7日　視察先　北海道釧路市役所
目　的　生活保護自立支援プログラムについて

8 月 8日　視察先　北海道札幌市教育委員会
目　的　学校給食におけるフードリサイクルの
　　　　取り組みについて
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今年５月に市内５会場で開かれた議会報告会において、参加された市民の皆さんから頂いたご意　　見やご質問に対し、議会・各委員会で調査・検討いたしましたので回答いたします。（回答：◎印）

１．議会基本条例に基づく市民との意見交換会の
実現について

◎議会基本条例に基づき検討し、議長のもとで行う。
２．様々な市の課題について、会派を超えて研究
会を立ち上げ検討してほしい。

◎議長のもとで政策討論会議や、議員間討論など再
検討する。

３．議会の情報公開はまだ不十分。ホームページ
ももっと使いやすくすべき。

◎順次改善に努め市民に議会活動がわかるように説
明責任を旨としていく。その中でホームページの
改善に努める。

４．議会基本条例の説明をする場があると、より
開かれた議会になると考える。

◎議会基本条例の説明は、今後、様々な機会に議会
としての活動を通じて行い、市民への理解と条例
の充実に努める。

５．議員の資質向上について
◎なお一層の向上に努める。
６．ある議案の提案経過の資料が見たいときがあ
るが、議会対応は可能か。

◎情報公開の手続きのもとで、議会基本条例により
対応する。

７．議会報告会の資料作りは、パワーポ
イントの使い方などもっと工夫を。

◎議会報告会は議会と市民の重要な場であり、説明
責任を果たすことが課題である。順次改善に努める。

８．議員視察の報告や政策提言に力を入れてほ
しい。（三才山トンネルの無料化、Ｉターン、
Ｕターン・女性の農業者誘致、空き家活用等々
について）

◎産廃、松くい虫対策など議員間で意見交換会と視
察を始めている。順次対応に努める。

９．各議員の活動状況がわかる「議員だより」の
ようなものを義務化してほしい。

◎議員活動を活発に行い、各議員の活動が市民にわ
かるように努める。義務化はできない。

10．市民への報告会なのに、議会用語が多すぎて
わかりにくい。

◎改善に努める。
11．議会報告会は年に２回はやってほしい。

◎議会基本条例の年１回以上行うという点から議員
の総意で実現に努める。

12．意見交換の時間をもっととってほしい。
◎議会基本条例に基づき、意見交換を行うよう前向

きに努める。

13．市の財政や借金に関する市議会の認識について
◎現在の予算を始めとする財政的な資料は、行政側より

提出され、全ては市広報やホームページ等で公開されて
いる。また今年度からは、行政側より主たる事業概要
が議会に提出され、所管ごとに予算・決算・公債費等に
ついては議論を重ね、討論を尽くして最終的に多数決に
より決定している。現在の手法は、所管ごとに委員会付
託の中で扱われるため、総務委員会が全ての財政や借
金について決定する立場にはない。

14．三郷支所整備計画の経過は不透明なので、真相
をはっきりさせるべき。

◎この件に関しては、行政から穂高支所、堀金支所との
整備計画と歩調を合わせるためだったとの答弁があり、

特にその後関係者と協議を重ね、あるいは市民
ワークショップ等を開催して、鋭意住民コンセ
ンサスの構築に邁進していると理解している。

議会改革推進委員会 総務委員会

15．松枯れ対策に関する市議会の取り組み
や進捗状況について、議会として検証しているか。
松枯れ対策のプロジェクトチームを作ったらどうか。

◎議会として全議員による議員間討議、勉強会（所管
部の説明を含む）、被害現状視察等を通じ、松枯れ被
害の対策等を検証し、議長名で市長へ松枯れ対策に
関する要望書を提出した（国、県に対しても同様に
要望する）。プロジェクトチームを作ることを検討し、
環境経済委員会がその職責を担いたいと考える。

19．議会だよりの紙質が良すぎるのでは
ないか、もっと経費節減すべき。

◎再生紙を使用することにより、資源の有
効利用を図り循環型社会の形成に議会と
して取り組んでいる。また、印刷業者と
年間契約することにより、印刷用紙の大
量購入による経費節減に繋がっており、
本年度は契約済のため変更できない。な
お、再生紙の更なる紙質については、来
年度に向け調査検討する。

20．明科公民館の職員数が減って困難な
状況があるので、職員の確保・増員
ができないか検討してほしい。

16．会派制や各会派の主義主張について
◎議会基本条例に基づき、会派は結成することができ

る。会派の主義主張は、ホームページ等に記載する。
17．2 月の大雪除雪作業に関わって議員から市へ陣
中見舞いがあったことをどう考えるか。

◎公職選挙法と、議会基本条例を遵守する。
18．議会で議決したことについて裁判になっている。
手続き上のことならともかく、「反対だから」訴
えるというのは理由がないと思うが、議会とし
てどう考えるか。

◎議会の議決と住民の権利である住民訴訟は別のもの
である。

環境経済委員会

議会広報特別委員会

市長へ要望すること

議長・議会運営委員会

貴重なご意見やご提言に感謝いたします。
開かれた議会として、今後一層市民の皆さん
に寄り添い、議会を充実させていきたいと思
います。

議員研修会にて公選法の勉強会を実施しました
安曇野市議会は 8 月 22 日、市選挙管理委員会を招いて公職選挙法の議員研修会を実施しました。
特に、寄附行為についてはしっかりと時間を取って説明を受け、質疑を行い、理解を深めました。
善意の思いをもってやっていても、それが寄附行為となる場合があります。
議員一人一人が認識を深め、改めて襟を正し、市民の皆さんと正しい関係でありたいと思っています。

●地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ　●開店祝いや葬儀の花輪
●病気見舞い（親族以外）　●中元・歳暮・入学・卒業祝い
●代理出席の場合の結婚祝い・香典

寄附行為の禁止事項の例

研修会を経て、9月 17 日の全員協議会で再度議員全員で確認しました。

お願い
地元地域で行われる祭りなど各種催しに議員をご招待いただく際に、飲食を伴う実費、会費が必要な場合
は、ご案内文の中でその旨と金額を明記して頂くようお願いします。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

第１回議会報告会　市民の皆さ　んからのご意見への回答

委員会で検討しました
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◆9月の秋晴れのなか、保育園と小学校の運動
会にご招待いただきました。子どもたちの元気いっ
ぱいの演技や競技に、こちらも元気と勇気をいた
だき、中でも、今年3月に卒園した1年生、ま
だ半年しか経っていないのに、たくましく成長した
姿に大変感動しました。
　ある新聞に、「共育が大切」とありました。共

に育つ共育。「子は親の背を見て育つ」とよく言われます。結局は「子に親の何を見せて育
てるか」が大切だと思います。私も、大人として人生の先輩として、3人の子の親として、
お手本になれるような人でありたいと思います。　　　　　　　　　　　　　中村　今朝子

◆「光陰矢の如し」と申しますが、議会広報特別委員として議会だよりの発行に携わり、
もうすぐ1年です。その間に、編集の力量を向上するための研修を２回行いました。市民
の皆さんにより親しく読んでいただくためには、どのような議会だよりが良いか、編集方
法や内容を毎回熟慮し発行しています。36号はいかがでしょうか。ぜひ皆さんの感想を
お聞かせください。なお今議会では、発言訂正が多く見られ、慎重に発言したいものだと
感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一志　信一郎

議会広報特別委員会　　　　
　　委 員 長　坂内不二男

　　副委員長　増田望三郎

　　委　　員　林　　孝彦　井出　勝正

　　　　　　　一志信一郎　藤原　正三

　　　　　　　中村今朝子　山田　幸与

　　　　　　　内川　集雄　小松　芳樹

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

＊気軽にご意見をお聞かせください。

平
成

25
年
3
月
27
日
、
新
庁
舎

起
工
時
に「
ま
ち
づ
く
り
・

防
災
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
は
、
市
民
の

財
産
で
あ
る
」
と
市
長
は
あ
い
さ
つ
で

述
べ
ら
れ
た
。
ハ
ー
ド
面
の
拡
充
を
図

る
こ
と
は
マ
ク
ロ
な
視
点
に
お
け
る
市

民
の
財
産
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ミ
ク

ロ
な
視
点
で
考
え
た
と
き
、
市
の
財
産

は
市
民
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
子
ど
も
達
の
中
に
少
な
か

ら
ず
親
子
の
愛
着
の
問
題
、
家

族
の
機
能
不
全
の
問
題
が
潜
在
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。
学
校
生
活
の
中
に

も
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
達
の
不
安
定
さ
を
垣
間
見
る

こ
と
が
あ
る
。
近
年
導
入
さ
れ
て
い
る

月
に
一
度
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
訪
問
も
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
懐

疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
限
ら
れ

た
短
い
時
間
の
関
わ
り
の
中
で
、
子
ど

も
達
の
本
当
の
心
の
声
を
聞
く
こ
と
の

困
難
さ
、
短
時
間
で
聴
き
取
っ
た
情
報

か
ら
の
対
応
に
よ
り
、
当
事
者
の
子
ど

も
の
心
を
か
え
っ
て
傷
つ
け
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
胸
の
痛
む
思
い

と
危
機
感
を
覚
え
た
。
制
度
と
し
て
専

門
家
を
配
置
す
る
こ
と
は
時
に
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前

に
、
親
子
の
愛
着
形
成
、
家
族
機
能
の

安
定
の
た
め
に
何
が
必
要
か
。
ど
の
よ

う
な
施
策
を
講
じ
れ
ば
市
民
の
日
常
の

暮
ら
し
が
豊
か
で
安
心
で
き
る
も
の
に

な
る
の
か
と
い
う
視
点
に
た
っ
て
、
議

会
と
し
て
斬
新
な
議
論
を
展
開
し
て
欲

し
い
と
願
う
。

最
近
、女
性
の
社
会
進
出
の
促

進
を
進
め
る
国
の
動
向

に
つ
い
て
、
女
性
は
家
庭
や
子
ど
も
の

日
常
生
活
、
心
身
と
も
に
健
全
に
育
つ

環
境
を
維
持
し
て
ゆ
く
事
だ
け
で
も
多

大
な
努
力
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。
厚

生
労
働
白
書
の
、
男
性
が
育
児
に
参
加

す
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
調
査
報
告

に
よ
れ
ば
、「
父
親
が
外
で
働
き
、
母

親
が
育
児
に
専
念
す
べ
き
」「
父
親
は

許
す
範
囲
内
で
育
児
に
参
加
す
れ
ば
よ

い
」
と
考
え
て
い
る
男
性
が
6
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
男
性
が
育
児
に
費

や
す
時
間
は
1
日
あ
た
り
0.5
～
0.7
時

間
で
あ
る
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
も
、

女
性
が
家
庭
で
家
事
を
行
い
、
子
ど
も

達
と
向
き
合
う
充
分
な
時
間
を
確
保
で

き
る
こ
と
は
次
世
代
育
成
に
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。そ
の
た
め
に
も
、

家
事
労
働
に
対
し
て
優
遇
さ
れ
る
施
策

の
立
案
を
議
会
に
期
待
し
た
い
。

米村智深さん
（明科）

平成 26年安曇野市議会
12 月定例会会期日程（予定）

11月 26 日（水）～ 12 月 22 日（月）
頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

議
会
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。


